
発明推進協会の本

理系人材を知財の世界に優しく導きます！

知的財産法を理解するための法学入門
杉光 一成 著 A５判 全208頁 定価2,420円

2023年３月７日発行 ISBN978-4-8271-1380-8

知財実務者は理工系出身者が多いのが現状ですが、理系人材が法律としては応用

編である知的財産法を学ぶには、法律の基礎知識が必要です。しかし、既存の『法学概

論』や『民法入門書』等の書籍は知財とは無関係の内容が多く、難解であることが少な

くない現状に鑑み、本書は、知的財産法の学習に必要となる最低限の法学の知識や

向き合い方を楽しみながら習得できる内容に特化しています。

コンパクトで使いやすい知財関係者の“必須アイテム”

令和４年改正知的財産権法文集令和５年４月１日施行版

発明推進協会 編 A６判 全1376頁 定価3,000円

2023年４月４日発行 ISBN978-4-8271-1383-9

本書は、政令や省令を省略して知的財産権に係る法律及び関連する一部条約を記

載した法規集です。「特許法等の一部を改正する法律」（令和３年法律第42号）、「著作

権法の一部を改正する法律」（令和３年法律第52号）など、令和５年４月１日に施行され

ている法令を本文に組み込み、「民事訴訟法等の一部を改正する法律」（令和4年法律

第48号）などの未施行の法令は点線囲みで表示しています。

意匠法－通説・判例からのアプローチ

意匠法講義
杉光 一成 著 A５判 全344頁 定価2,750円

2023年４月18日発行 ISBN978-4-8271-1381-5

本書は令和元年の意匠法の大改正に完全対応し、近年では通説といわれている「需

要説」を基礎とした意匠法の最新の体系書です。特許庁の審査基準や主要な裁判例、

さらには意匠法上の主要な論点を網羅した意匠法学習者にとっては待望の教科書の誕

生です。

PCTの実務はコレ一冊！ 最新情報を含む実務家必携の書

PCTの活用と実務第３版

淺見 節子・下道 晶久 著 A５判 全388頁 定価3,740円

2023年５月31日発行予定 ISBN978-4-8271-1382-2

1978年に発効した特許協力条約（PCT）による国際出願の件数は飛躍的に増加し、

2022年は約28万件、締約国は2023年３月に157か国となり、外国で特許を取得す

るための必須の手段となりました。本書は、PCTに係る最新のデータや規則改正、作成

書類の具体例、実務のポイントなど、PCTを効果的に活用するための有益な情報をふ

んだんに盛り込むとともに、手続の流れを分かりやすく解説しています。



ご購入のお申し込み ➡ FAX 03-5512-7567
書籍名 定価 送料 部数

PCTの活用と実務 第３版 3,740円 実費

令和４年改正 知的財産権法文集
令和５年４月１日施行版 3,000円 360円

意匠法講義 2,750円 360円

類似商品・役務審査基準
国際分類第12-2023版対応

3,740円 実費

知的財産法を理解するための
法学入門

2,420円 360円

発明 2023年6月号 980円 360円

月刊「発明」年間定期購読

年 月号より □１年間 □３年間 □自動継続

◆お問い合わせ先◆
一般社団法人発明推進協会

◆申し込み等：市場開発チーム

TEL  03-3502-5491 FAX 03-5512-7567

E-mail booksupport@jiii.or.jp

◆書籍の内容：出版チーム TEL 03-3502-5433

◆発明推進協会のHPから書籍のご注文をいただいた場合、

「ネット限定サービス」として送料は全国一律の215円！

合計で3,000円以上のお買い上げの場合は送料無料！

http://www.jiii.or.jp ➡「発明推進協会の本」をclick！

◆お客様情報◆

申込日 年 月 日

種 別 □一般 □会員 （ 発明協会）

※一般と会員のいずれかに✓ してください。

※会員の方はどちらの発明協会か、都道府県をご記入ください。

※会員特典：書籍の定価の１割引き！

発 送 □同送を希望する □同送を希望しない

※発行日が異なる書籍を同時にご注文いただいた場合、全てを同送

（まとめて発送）するか否か、いずれかに✓ してください。

住所〒

会社名

部 署

名 前

電 話

E-mail

得意先
コード

※代金を得意先コードで精算する場合はご記入ください。

※ご記入がなかった場合、請求書を送付いたします。

ニッポンのモノづくりと知財部を応援する月刊「発明」

T H E I N V E N T I O N

JUNE 2023

発明 ６月号 A４変形判 定価980円（年間購読料10,500円／送料込み）

◆イノベーションの軌跡

「高速・高画質と省スペース化を実現する帯電部材」の発明

◆特許よもやま話 続・高橋是清立体写真像の話（後編）

◆企業と商標のウマい付き合い方談義

異業種コラボをするときの商標担当者の心得とは？

◆知財コンサルが創る企業の差別化と成長

株式会社K-corporationの「知財経営と新しいビジネス

モデルへの挑戦」

◆PCTの最新動向

◆知財部さん、いらっしゃ～い。 有力特許を出願している

他社の発明者にコンタクトを取りたい！

◆知的財産権判例ニュース

◆アセアン知財事情

東南アジア知財ネットワークの2022年度の活動について

◆日本の特許出願が遭遇する欧州の袋小路 分割出願～出願

当初よりクレーム範囲を拡張または変更するチャレンジ～

◆判例評釈 レッドソール事件

◆世界のSEPガイドラインの潮流

米国におけるStandards-Essential Patents (SEP) Policyの変遷

◆英国著作権法における応用美術保護の動向

◆少し深読み 特許法 産業上の利用可能性（２）

◆WIPO国際出願制度実務アドバイス

Special Interview鼎談『ニッポンのデザイン』

令和４年度の全国発明表彰で「音を振動・光で知覚する身体装着装置の意匠」が

恩賜発明賞を受賞するなど、近年、意匠が注目されている。今回はグッドデザイン

賞を運営している日本デザイン振興会の深野弘行理事長、長年デザインの第一線

で活躍し、全国発明表彰の選考委員も務める日本デザイン協会の大倉冨美雄理事

長、発明協会の岩井良行副会長・専務理事にデザインのことを幅広くお話しいただ

いた。そこからデザイン概念の拡大、デザインを取り巻く課題も見えてきた。


